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先週のマーケット動向（2月 13日～2月 16日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,329.8  1,340.4  1,327.1  1,335.4  +7.2 

JPY/KRW 8.9009  8.9040  8.8544  8.8908  ▲0.042 

KOSPI 2,644.17  2,656.87  2,601.99  2,648.76  +32.30 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇推移。週初旧正月明けは市

場参加者も少なく相場は 1,330 ウォン手前の水準で小動き。

13 日に夜間に発表された米 1 月 CPI は市場予想比上振れ。

米早期利下げ期待が一段と後退し米金利は上昇。翌 14日に

は 1,340.4 ウォンの週高値をつけた。高値圏では輸出企業

によるドル売り需要も旺盛でその後は徐々に下落。米金利

の上昇も一服したことで週後半は上値重く推移も、週末の

米 PPIへの警戒感が強く下値も限定的。ドル/ウォンは方向

感に乏しい推移が続き、結局ドル/ウォンは先週末比+7.2ウ

ォンの 1,335.4 ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは底堅い推移を予想。週末の米PPIは予

想比上振れ、米インフレ減速ペースの鈍化と早期利下げ期

待が後退。FRB高官からも利下げ開始に慎重な発言が見ら

れる中で、米金利は上昇、ドルは底堅い推移となった。今

週も基本的には、これらの動きを受けドル/ウォンの底堅

い推移を見込む。先週は1,320ウォン台後半では輸入企業

の実需フローなどから下値がサポートされる場面も多く見

られた。月末が近づくにつれ決済需要は高まることから同

様の動きにより、ドル/ウォンの下落余地は限定的か。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1320 ～ 1350 8.80  ～ 9.10  148.0  ～ 151.0  

 

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

今後の予定 

 

19日(月) 日 12月 機械受注 
21日(水) 日 1月 貿易統計 

米  FOMC議事録 
22日(木) 米 2月 失業保険新規申請者数 

米 2月 サービス業PMI 速報値
欧 2月 サービス業PMI 速報値
欧 2月 消費者信頼感指数 速報値
米 2月 製造業PMI 速報値
欧 2月 製造業PMI 速報値
韓  BOK 政策金利発表 
欧 1月 CPI 確報値
米 1月 中古住宅販売件数 


